






研究目的

　近年の超音波断層装置の改良は目覚しく,産科領域においては,子宮内の筋層,

脱落膜及び絨毛膜層,進んで初期胎盤,胎芽(胚)及び胎児,羊膜腔,子宮腔などの

各種構築が表示されるようになってきた。とりわけ,凹面振動子を用いて,超音

波を集束させることにより方位方向の分解能が向上したため,妊娠初期の僅か

な変化も,かなり良好に表示されるようになってきた。しかし,妊娠の極く初期

に超音波診断装置を用いることによる胚への影響や,安全性に対する明確な報

告はなく,その出力の程度から,安全であろうという推測の下に日常の診断に用

いられているのが現状である。


